
・刃が浮いている
・アタッチメントがブレードの刃と刃の隙間に入っている
・アタッチメントが左右ずれている

アタッチメントがきちんとブレードにはまっていない状態で
電源を入れると、上刃が折れる・静刃が曲がる原因になります。
ご使用の際は、アタッチメントのコームがブレードの刃と刃の隙間に
入っていないか、きちんとはまっているか必ず確認してご使用ください。
誤ったはめ方による破損などの返品交換は致しかねます。
予めご了承ください。

・アタッチメントが左右対象になっている
・アタッチメントがブレードの刃と刃の隙間に
  入っていないことを必ず確認する

必ずご確認ください
誤った取り扱い方をされてしまうと故障の原因となります

ブレードの取り付け方

クリッパー本体を両手で持ち、外した際にブレードが飛んでいかないように
片手を裏側に添え、もう片方の手の親指で刃をグッと押して取り外します。 

ブレードの取り外し方

ブレードの裏側中央下部にある
紫の爪が、クリッパー本体の
ブレードを支える部分の中央に
ぴったりはまるように
位置を合わせます。

➀ 紫の爪を中央にはめたまま、
後部から前方向に力を加え、
カチッと音が鳴るまで
ブレードをはめ込みます。

➁

右写真のように、ブレードの裏側中央下の紫の爪が
合わさっていない状態でブレードを本体にはめようとすると、
ブレードの裏側や本体に傷が入ることがございます。
誤ったはめ方による破損などの返品交換は致しかねます。
予めご了承ください。

アタッチメントの取り付け方
➀ アタッチメントの後ろの爪をブレードに引っ掛ける。
➁ アタッチメントをブレード前方へ引っ張る。
➂ 左右を確認しながら、ブレードの爪にはめ込む。

➂

➀

➁

誤った状態 正しい状態



有償修理となる場合
下記に起因するクリッパー本体の故障・損傷は、保証期間内であっても有償での修理対応となります。
有償修理サービスにお申込みいただきますようお願いいたします。

ご使用の前に必ずご確認ください

メンテナンス不足による故障・損傷

その他

掃除不足で本体内部や刃に毛が溜まってしまうと、モーターに過負荷がかかり、
故障に繋がります。
→部品の交換が必要です。保証期間内であっても有償での修理対応となります。

●毛溜まりによるモーターの故障

●不適切な使用による故障・損傷
取扱説明書の用法に従ってご使用いただいていない場合

●不当な修理や改造による不具合
改造の跡が見られた場合、ねじがつぶれていた場合など

●自然災害に起因する故障・損傷

掃除・潤滑油不足の状態、また、動刃が破損した状態でご使用を続けると静刃に傷が入ります。
傷のある状態でご使用を続けると、刃の発熱や切れ味の低下に繋がります。
→修理不可のため、新しい替刃をご購入いただきますようお願い申し上げます。
※こちらの場合、上刃交換の対応はできかねますのでご了承ください。
　（動刃を交換しても、動刃と静刃が過剰に擦れ合いすぐに切れ味が落ちてしまう為）

●静刃の傷

有償修理サービスへの
お申込みはこちらから

CinaMoon  お客様ご相談・お問い合わせ窓口

株式会社アースミライ
〒���-���� 福岡県福岡市中央区今川２−３−５４

ペッツカーニバル
お問い合わせフォームは

こちらから

落下などの強い衝撃による故障・損傷

●その他、本体に付いた深い傷、内部のねじ穴の破損など

●静刃の折れ、曲がり
ご使用を続けると、刃の発熱や切れ味の低下に繋がります。
→修理不可のため、新しい替刃をご購入いただきますようお願い申し上げます。
※こちらの場合、上刃交換の対応はできかねますのでご了承ください。
　（動刃を交換しても、動刃と静刃が過剰に擦れ合い、すぐに切れ味が落ちてしまう為）

動刃（上刃）の破損について
動刃に欠けや折れ等がある状態でご使用を続けると、静刃の傷の原因となり、
発熱や切れ味の低下にも繋がりますので、刃の交換をお勧めいたします。
→上刃交換サービス券をご使用いただくか、有償上刃交換サービスへお申込みください。

※ブレードについては保証の対象外となっておりますので、上刃の交換以外は修理対応できかねます。
　また、ブレードの研磨サービスは行っておりませんのでご了承ください。
※初期不良が疑われる場合は、商品到着後�週間以内に必ずお問い合わせください。
　到着後�週間以降の場合は全て有償にて承ります。予めご了承ください。

静刃の
曲がり

静刃の傷

動刃の折れ

毛だまり

ねじ穴
破損

本体の傷


